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１．はじめに

　二酸化炭素（CO2）は安価，低毒性かつ豊富に存在することから，炭素資源としての有効利用が強く望まれている．中でも，遷移金属錯体触媒を用いて二酸化炭素を化学的に固定化する手法の開発は，単純な基質から有用なカルボン酸誘導体が合成可能となることから極めて重要な研究課題であると言える[1]．医薬品や材料において重要な役割を果たす安息香酸誘導体は，Grignard試薬や有機リチウム試薬とCO2とを反応させる合成法が古くから知られている．しかしこれらの反応は官能基許容性に乏しいなどの有機合成に応用する上で問題があった．近年，有機亜鉛試薬や有機ホウ素試薬と遷移金属触媒を組み合わせたCO2からの安息香酸誘導体合成反応が報告されている[2]．しかしこれらの有機金属試薬は対応するハロゲン化アリールから予め調製する必要があり，…．
２．ニッケル触媒を用いた塩化アリールのカルボキシル化反応[3]
　我々は，ニッケル触媒と還元剤として金属マンガンを用いることにより，塩化アリール類のカルボキシル化反応を常温・常圧の二酸化炭素雰囲気下で達成した．
　
A4サイズ、2ページ以内（図表含む）で作成していただきますよう，お願い申し上げます．提出期限は6月10日（金）でお願い致します．
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